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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 
キーワード：語義タグ付コーパス、単語の新語義発見、機械学習、語彙概念構造、クラスタリ

ング 
 
１．研究計画の概要 
日本語を対象にした言語処理研究では，形態

素解析，構文解析について研究が進み，高精

度なツールの開発も行われてきており，それ

らのツールが日本語学，日本語教育など他の

研究分野でも広く利用されるようになって

きている．その一方で，意味解析については

依然研究が遅れており，一般に利用可能なツ

ールの開発レベルにまで解析精度が到達し

ていない．また，代表性, 継時性のあるコー

パスを用いた言語処理研究は，これまでその

ようなコーパスが存在しなかったため，日本

語に関してはまったく行われてこなかった

と言って良い．そこで本研究課題では，研究

項目 A で構築する代表性，継時性のあるコー

パスを用いた実証研究を行う．具体的には，

以下の 3つを柱とした日本語意味解析手法の

開発を行う． 

(1) 機械学習に基づく多義性解消手法の開発

とそれを用いた代表性のある語義タグ付コ

ーパスの半自動構築 

タグ付コーパスから学習した多義性解消シ

ステムによりタグ付コーパス作成コストの

軽減を図るとともに，作成されたコーパスを

用いて bootstrap 的に多義性解消システムの

性能向上を図る． 

(2) 単語の新語義，新用法の自動発見手法の

開発 

時を経るにしたがって単語の意味は変化し，

新しい意味が生まれることが知られている．

継時性のあるコーパスで顕著に見られるこ

の言語現象を自動的に発見する手法を開発

する．  

(3) 語彙概念構造に基づく動詞の意味構造の

自動抽出手法の開発と，それを用いた動詞の

述語項構造辞書の自動構築手法の開発 

語彙概念構造は動詞の振る舞いに関する分

析から動詞の意味をそれが取る名詞同士の

意味関係で記述する言語学に基づく意味構

造である．文の意味構造は，(1)で特定される

単語の語義と(3)で抽出される意味構造の統

合により得ることができる． 
 
２．研究の進捗状況 
平成 19 年度から語義タグ付コーパスの構築

を開始したが，平成 20 年度中に代表性のあ
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る語義タグ付コーパスの一部が構築できた．

単語の用例をクラスタリングする技術の開

発では，従来の教師なし手法よりも高精度な

半教師有り手法を平成 18年度に提案したが，

その有効性を平成 19 年度に確認し，平成 20

年度中に異ジャンルコーパスへの対応を実

現した．また，用例のクラスタリング技術に

より，新語義発見の最初のステップとして，

コーパスにおける単語の語義を自動識別す

る手法を開発した． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
(理由) 

研究はほぼ計画通りに進んでおり，研究遂行

上深刻な問題は生じていない． 
 
４．今後の研究の推進方策 

1.で挙げた 3 つの柱のうち，(2) 単語の新語

義，新用法の自動発見手法の開発については，

研究分担者を 2 名加え，新たな研究計画を追

加する．新たに追加する研究はコーパス中の

特異な用例を検出する手法の開発である．単

語の特異な用例は，その単語の使われ方を調

査する上で有用である．また特異な用例を検

出・排除することで，用例集を精度良く分析

することが可能となる．またコーパス内の特

異な用例の有無を調べることで，そのコーパ

スの一般性や特殊性も考察できる．(2)では当

初，コーパス中の単語の用例集合をクラスタ

リングし，同じ意味を持つクラスタを作成し

た上で新語義を発見する手法を構想してい

た．しかし，この手法では，一定量同じ意味

の用例が出現するまでクラスタが構成でき

ず，したがって，新語義を発見できないとい

う問題点があった．そのため，上述した特異

な用例検出手法により，ごく少数の特異な用

例しか出現していない時点でも新語義を発

見できる手法を開発することで，(2)で当初構

想していた手法を補完し，新語義発見手法の

完成度を増すことを狙っている． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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